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第 1 章　研究の背景及び目的
























─  外国語科授業運営に焦点を当てて  ─
The Effective Training to Improve the English Speaking Abilities 
of Elementary School Teachers 





































DAY 1 7 月 4 日 1　講習の目的・計画2　教室英語の種類と自動化練習方法
練習スタート
テキスト使用
DAY 2 9 月 19 日 1　練習成果の確認と自己課題の把握2　授業内での英語活用と音読練習
授業録画（学期はじめ・終わり）
自己練習の継続
































例：図 4 中「4　Draw a red line.」







講習 2 日目の最後には，受講者全員に USB メモリを配
付し，2 学期当初と 2 学期末の 2 回の授業を録画し，第 3
回講習にて提出していただくように課題を提示した。
3.3　DAY3










前述の通り，第 2 回講習で提示した課題（授業 2 回分の録画）の中から，さらに本講習を 3 回と
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査結果（表 3）から，さらに英語使用率（表 4）に着目してみると，8 名中 5 名が指示・発問
の英語使用率が増加していることが分かる。使用率が減少した原因として，単元・授業内容が異なっ
ていること，または授業形態が Team Teaching ということで T2 であるアシスタントティーチャー
の発話回数が増えた可能性も否定することができない。
また英語の正確性に着目すると，8 名中 7 名に英語の正確性向上が見られる。唯一工場が見られ
なかった教員 F についても，第 1 回目ですでに 93％の正確性があった。授業動画からその正確性
をカウントする際は，「文法的に間違いがない英語」ではなく，いわゆる「許容できる英語」をカ
ウントするようにした。結果として 8 名全員が 86％以上の「許容できる英語」を発話したという
ことが分かった。
さらに教員 D，H の 2 名は発話したすべてが「許容できる英語」であった。この 2 名に本調査後





















A 89 88 ▲ 1
B 47 63 16
C 48 53 5
D 36 43 7
E 38 79 41
F 54 42 ▲ 12
G 32 75 43
H 74 52 ▲ 22
表 5　英語正確性
1回目（％）2回目（％） 増減
A 63 86 23
B 79 87 8
C 85 90 5
D 93 100 7
E 80 93 13
F 93 93 0
G 75 83 8
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